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	No.15　　2011．4．18
銀山中学校

神　　貴　夫


　

「EQ \* jc2 \* "Font:HGP行書体" \* hps28 \o\ad(\s\up 35(けんげんしょ),建言書)」・・・・福島原発事故についての緊急建言
　「建言」という耳慣れない言葉が流れた。大辞林によると「政府・上役などに申し立てる意見を記した文書」となっている。申し立てたのは日本の原子力を推進してきた研究開発者たち１６人である。すでに現役を引退した人が多い。元原子力安全委員長２名も名前を連ねている。この「建言」には福島第１原発の現状が如何に深刻であるかが示されている。文中の「国民に深く陳謝します」という言葉に、原子力を推進してきた研究者としての慙愧の思いが込められている。
　事故当初、「安全は確保されている・・・・・」などと言っていた学者も近頃ではあまり姿を見なくなった。プロ野球も再会され復興ムードが醸成されつつあるが、現実に起きている事態はより悪化しつつある。
文中の最後では国家非常事態を想定した緊急の体制整備を求めている。TVや新聞での扱いは驚くほど小さなものだったが、非常に重要な内容が書かれているので全文を紹介する。
文中一点だけ異論がある表現がある。「環境に広く放出された放射能は、現時点で一般住民の健康に影響が及ぶレベルではない」・・・・果たしてそうであろうか？長期にわたる内部被曝被害や原子力政策からの撤退には踏み込めなかった・・・。これが原子力村で生きてきた人間の誠意の限界だとすれば、「深く陳謝する」と言う言葉もどこか虚しい。
福島原発事故についての緊急建言
　はじめに、原子力の平和利用を先頭だって進めて来た者として、今回の事故を極めて遺憾に思うと同時に国民に深く陳謝いたします。

　私達は、事故の発生当初から速やかな事故の終息を願いつつ、事故の推移を固唾を呑んで見守ってきた。しかし、事態は次々と悪化し、今日に至るも事故を終息させる見通しが得られていない状況である。既に、各原子炉や使用済燃料プールの燃料の多くは、破損あるいは溶融し、燃料内の膨大な放射性物質は、圧力容器や格納容器内に拡散・分布し、その一部は環境に放出され、現在も放出され続けている。

　特に懸念されることは、溶融炉心が時間とともに、圧力容器を溶かし、格納容器に移り、さらに格納容器の放射能の閉じ込め機能を破壊することや、圧力容器内で生成された大量の水素ガスの火災・爆発による格納容器の破壊などによる広範で深刻な放射能汚染の可能性を排除できないことである。

　こうした深刻な事態を回避するためには、一刻も早く電源と冷却システムを回復させ、原子炉や使用済燃料プールを継続して冷却する機能を回復させることが唯一の方法である。現場は、このために必死の努力を継続しているものと承知しているが、極めて高い放射線量による過酷な環境が障害になって、復旧作業が遅れ、現場作業者の被ばく線量の増加をもたらしている。

　こうした中で、度重なる水素爆発、使用済燃料プールの水位低下、相次ぐ火災、作業者の被ばく事故、極めて高い放射能レベルのもつ冷却水の大量の漏洩、放射能分析データの誤りなど、次々と様々な障害が起り、本格的な冷却システムの回復の見通しが立たない状況にある。

　一方、環境に広く放出された放射能は、現時点で一般住民の健康に影響が及ぶレベルではないとは云え、既に国民生活や社会活動に大きな不安と影響を与えている。さらに、事故の終息については全く見通しがないとはいえ、住民避難に対する対策は極めて重要な課題であり、復帰も含めた放射線・放射能対策の検討も急ぐ必要がある。

　福島原発事故は極めて深刻な状況にある。更なる大量の放射能放出があれば避難地域にとどまらず、さらに広範な地域での生活が困難になることも予測され、一東京電力だけの事故でなく、既に国家的な事件というべき事態に直面している。

　当面なすべきことは、原子炉及び使用済核燃料プール内の燃料の冷却状況を安定させ、内部に蓄積されている大量の放射能を閉じ込めることであり、また、サイト内に漏出した放射能塵や高レベルの放射能水が環境に放散することを極力抑えることである。これを達成することは極めて困難な仕事であるが、これを達成できなければ事故の終息は覚束ない。

　さらに、原子炉内の核燃料、放射能の後始末は、極めて困難で、かつ極めて長期の取組みとなることから、当面の危機を乗り越えた後は、継続的な放射能の漏洩を防ぐための密閉管理が必要となる。ただし、この場合でも、原子炉内からは放射線分解によって水素ガスが出続けるので、万が一にも水素爆発を起こさない手立てが必要である。

　事態をこれ以上悪化させずに、当面の難局を乗り切り、長期的に危機を増大させないためには、原子力安全委員会、原子力安全・保安院、関係省庁に加えて、日本原子力研究開発機構、放射線医学総合研究所、産業界、大学等を結集し、我が国がもつ専門的英知と経験を組織的、機動的に活用しつつ、総合的かつ戦略的な取組みが必須である。私達は、国を挙げた福島原発事故に対処する強力な体制を緊急に構築することを強く政府に求めるものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成23年3月31日

青木　芳朗　　元原子力安全委員

石野　栞　　　東京大学名誉教授

木村　逸郎　　京都大学名誉教授

齋藤　伸三　　元原子力委員長代理、元日本原子力学会会長

佐藤　一男　　元原子力安全委員長

柴田　徳思　　学術会議連携会員、基礎医学委員会 総合工学委員会合同放射線の利用に伴う課題検討分科会委員長

住田　健二　　元原子力安全委員会委員長代理、元日本原子力学会会長

関本　博　　　東京工業大学名誉教授

田中　俊一　　前原子力委員会委員長代理、元日本原子力学会会長

長瀧　重信　　元放射線影響研究所理事長

永宮　正治　　学術会議会員、日本物理学会会長

成合　英樹　　元日本原子力学会会長、前原子力安全基盤機構理事長

広瀬　崇子　　前原子力委員、学術会議会員

松浦祥次郎　　元原子力安全委員長

松原　純子　　元原子力安全委員会委員長代理

諸葛　宗男　　東京大学公共政策大学院特任教授

「放射能」がつくり出す差別・偏見
　なんともやりきれないニュースが流れた。以下、ニュースの記述より

福島県から千葉県船橋市に避難した小学生の兄弟が「放射線がうつる」といじめられたというのだ。市教委によると、福島県南相馬市から避難し、３月中旬に船橋市の公園で遊んでいた小学生の兄弟が、地元の子どもに「どこから来たの」と話しかけられ、「福島」と答えると地元の子どもは「放射線がうつる」と言い、数人が一斉に逃げ出したという。兄弟の親は今月予定していた同市の小学校への転入学を諦め、家族で福島市へ避難した。
　放射能から逃れてきたはずが、今度はその放射能による偏見によって再び放射能の危険地帯に戻らなければならなくなる・・・・・。何たる理不尽・・・。一斉に逃げ出し子どもたちは「いじめ」をしたわけではない。「放射能」というものに対する漠然とした恐怖心からの行動だったと想像する。放射能は物質であり身体に付着していなければ移ることはない。逆の言い方をすれば、身体に付着していれば移ることになるもの事実だ。分別のない子どもに「思いやれ」というのは簡単ではない。同じ問題が避難所の大人の中でも起こっている。「除染対象になった避難者と一緒にしないでほしい」という訴えが出されたりもした。一体誰が悪いのか。国策に守られながら巨万の利益を手にしてきた原子力村に巣くう者たちの罪はあまりに深いと言わなければならない。以下はネットにアップされた福島の被災者の声である。

私は福島県人です。今、『福島県民』『福島ナンバーの車』というだけで、他県の人々が忌み嫌い逃げまどったり入店を拒否する店もあるそうです。日本はとても小さな地震列島の国。なのに原発は数多く存在している。すべての日本人の方々に、明日は我が身なんだということを心から理解していただきたいです。一部なのでしょうが、福島県民として、差別をされているという事実があることが、心の底から悲しい。まるで私たち福島県民自体が放射能であるかのような扱い。元をたどれば『原発』のせい。原発を今改めて見直す時期にきている。そのことを世界中に知らせる為に、神は日本を選び、大地震・大津波・放射能という未曾有の試練を与えたのかもしれない。日本自身が身をもって世界に危険を示すことで、これ以上地球に原発を増やさないようにという神の意志を伝える為に。未曾有の試練に耐えうる崇高な意識をもった国だからこそ日本は選ばれてしまったのだ。せめてそう思わなければやっていられない。この災害は、危険な原発を生み出すことをやめ、生活そのものを自然に根ざしたものに変える時期にあるのだという、人間に対する神からの最後通告なのかもしれない。黒澤映画『夢』の最終話の中での会話。『電気は通って無いのですか?』『そんなものはいらん。夜まで昼のようでは困る』。あの言葉のやりとりが、今は心に滲みます』

被害者も加害者も一緒くたにしたまま、「がんばれ日本！」という気分には当面なれそうにない。某都知事はそれでも「原発をすすめる」と「がんばって」いる。「がんばれ！」って一体何をがんばるのだろう・・・・。

















































































